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★
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
積
極
的
な
発
信

を
①
リ
ン
ク
切
れ
や
新
着
情
報
が
下

に
あ
る
等
の
現
状
課
題
と
住
民
か
ら

の
意
見
は
。

　

チ
ェ
ッ
ク
を
徹
底
し
、課
題
が
回
避

で
き
る
体
制
を
構
築
し
ま
す
。住
民
か

ら
の
意
見
は
特
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。

②
ア
ク
セ
ス
の
解
析
は
。

　

把
握
し
て
い
ま
す
が
、詳
細
な
分

析
や
解
析
ま
で
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
も
情
報
発
信
力
の
強
化
に
努
め

ま
す
。

③
住
民
や
若
手
職
員
、
専
門
家
の
活

用
で
改
善
計
画
を
。

　

誰
で
も
必
要
と
す
る
情
報
に
簡
単

に
た
ど
り
つ
け
、利
用
で
き
る
よ
う
に

努
め
ま
す
。

④
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
を
。

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
を
行
っ
た

上
で
、積
極
的
な
情
報
発
信
に
つ
な
が

る
よ
う
活
用
し
ま
す
。

★
行
政
情
報
を
使
い
や
す
く
①
現
行

計
画
や
会
議
録
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲

載
を
。

　

各
課
で
掲
載
し
て
い
る
計
画
も
あ

★
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
積
極
的
な
発
信

を
①
リ
ン
ク
切
れ
や
新
着
情
報
が
下

に
あ
る
等
の
現
状
課
題
と
住
民
か
ら

の
意
見
は
。

②
ア
ク
セ
ス
の
解
析
は
。

③
住
民
や
若
手
職
員
、
専
門
家
の
活

用
で
改
善
計
画
を
。

④
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
を
。

★
行
政
情
報
を
使
い
や
す
く
①
現
行

計
画
や
会
議
録
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲

載
を
。

り
ま
す
が
、全
て
で
は
な
く
、今
後
は
策

定
し
た
計
画
は
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

　

会
議
録
は
総
合
教
育
会
議
以
外
は

掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

②
審
議
会
等
の
資
料
・
議
事
録
も
掲

載
を
。

　

公
開
可
能
な
審
議
会
や
議
事
録
等

も
掲
載
し
ま
す
。

③
図
書
館
・
公
民
館
で
も
行
政
情

報
を
ま
と
め
、
手
に
取
り
や
す
い
工

夫
を
。

　

図
書
館
で
は
冊
子
に
な
っ
た
計
画

書
は
書
架
に
並
べ
て
い
ま
す
が
、今
後

は
行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま

す
。各
公
民
館
も
同
様
に
行
政
情
報

の
配
置
に
努
め
ま
す
。

★
ご
み
収
集
に
つ
い
て
①
分
別
と
出

し
方
が
変
わ
っ
て
１
年
８
ヶ
月
経
過

し
た
が
、
ご
み
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
率

の
変
化
は
。

　

ご
み
の
総
排
出
量
は
３
，６
０
４
ト

ン
で
前
年
度
対
比
は
15
ト
ン
減
少
、リ

サ
イ
ク
ル
率
は
13
・
35
パ
ー
セ
ン
ト
で

１
・
98
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
ま
し
た
。

②
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
あ
げ
、
ご
み
の

減
量
を
進
め
る
対
策
は
。

　

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
を
策

定
し
取
り
組
ん
で
い
る
中
で
、リ
サ
イ

②
審
議
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等
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資
料
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議
事
録
も
掲

載
を
。

③
図
書
館
・
公
民
館
で
も
行
政
情

報
を
ま
と
め
、
手
に
取
り
や
す
い
工

夫
を
。

★
ご
み
収
集
に
つ
い
て
①
分
別
と
出

し
方
が
変
わ
っ
て
１
年
８
ヶ
月
経
過

し
た
が
、
ご
み
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
率

の
変
化
は
。

②
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
あ
げ
、
ご
み
の

減
量
を
進
め
る
対
策
は
。

ク
ル
ご
み
の
分
別
の
徹
底
、生
ご
み
の

堆
肥
化
や
減
量
化
、資
源
回
収
団
体

の
育
成
強
化
等
に
努
め
ま
す
。

③
ふ
れ
あ
い
と
助
け
合
い
収
集
が
必

要
で
は
。

　

地
域
住
民
や
専
門
職
が
一
緒
に

な
っ
て
地
域
の
課
題
解
決
を
図
る
地

域
ケ
ア
会
議
を
設
置
し
、生
活
応
援
隊

の
養
成
講
座
の
開
催
や
ご
み
出
し
も

含
め
、支
援
を
必
要
と
す
る
人
を
地

域
で
支
え
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

★
医
療
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
①
民

間
病
院
・
開
業
医
の
施
設
に
対
し
て

町
の
支
援
策
は
。

　

現
在
、民
間
医
療
施
設
に
対
し
て
の

施
設
整
備
に
関
す
る
補
助
金
は
あ
り

ま
せ
ん
。

②
鏡
野
病
院
の
南
病
棟
が
建
築
後
30

年
経
過
す
る
が
建
物
・
設
備
の
改
築

や
修
繕
の
予
定
は
。

　

本
年
度
は
57
件
、約
４
６
０
万
円
の

医
療
機
器
、施
設
、設
備
の
修
繕
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

改
築
の
要
望
も
あ
り
ま
す
が
、建

築
当
時
、国
庫
補
助
金
で
建
設
の
た

め
、定
め
ら
れ
た
耐
用
年
数
の
関
係
が

あ
り
、必
要
な
修
繕
工
事
を
行
い
運
営

し
て
い
き
ま
す
。

③
鏡
野
病
院
の
患
者
か
ら
の
改
善
要

望
は
。

　

院
内
４
カ
所
に
意
見
箱
を
設
置
す

る
中
、職
員
へ
の
感
謝
や
苦
情
、眼
科
・

歯
科
の
設
置
要
望
、病
棟
内
で
の
に
お

い
や
外
来
の
待
ち
時
間
の
苦
情
等
で

す
。

③
ふ
れ
あ
い
と
助
け
合
い
収
集
が
必

要
で
は
。

★
医
療
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
①
民

間
病
院
・
開
業
医
の
施
設
に
対
し
て

町
の
支
援
策
は
。

②
鏡
野
病
院
の
南
病
棟
が
建
築
後
30

年
経
過
す
る
が
建
物
・
設
備
の
改
築

や
修
繕
の
予
定
は
。

③
鏡
野
病
院
の
患
者
か
ら
の
改
善
要

望
は
。

④
外
来
診
療
の
待
合
に
モ
ニ
タ
ー
設

置
し
、
町
の
情
報
発
信
を
。

　

患
者
さ
ん
を
呼
ぶ
際
、名
前
が
聞
こ

え
に
く
い
た
め
、静
か
に
待
っ
て
い
た

だ
き
、新
聞
、雑
誌
、漫
画
、絵
本
、広

報
紙
等
設
置
し
て
い
ま
す
。

⑤
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
対
策

の
一
環
と
し
て
、
診
察
待
合
を
別
に

設
け
る
等
の
工
夫
は
。

　

流
行
期
に
は
発
症
の
疑
い
が
あ
る

方
に
マ
ス
ク
を
配
布
し
、問
診
終
了

後
、電
話
番
号
を
聞
き
車
内
で
待
機

す
る
措
置
も
し
て
い
ま
す
。

★
防
災
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
①
町

が
行
う
自
主
防
災
意
識
を
高
め
る
取

り
組
み
は
。

　

広
報
紙
や
有
線
テ
レ
ビ
の
活
用
、町

職
員
等
に
よ
る
出
前
講
座
の
実
施
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

②
身
近
に
学
べ
る
取
り
組
み
を
。

　

親
子
で
防
災
学
習
が
で
き
る
よ
う

来
年
度
予
算
要
求
に
向
け
て
準
備
し

て
い
ま
す
。

③
町
南
部
の
指
定
避
難
場
所
に
は
、

河
川
氾
濫
時
そ
の
河
川
を
渡
ら
な
い

と
い
け
な
い
と
い
っ
た
課
題
の
検
証
は
。

　

災
害
の
種
類
に
よ
っ
て
は
必
ず
安

全
な
避
難
場
所
で
あ
る
と
は
限
ら
ず
、

町
で
は
現
在
、災
害
の
種
類
ご
と
に

「
指
定
緊
急
避
難
場
所
」を
指
定
す
る

作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

★
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
に
つ

い
て
町
長
の
所
感
を
。

　

地
域
活
性
化
と
直
接
結
び
つ
く
と

④
外
来
診
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の
待
合
に
モ
ニ
タ
ー
設

置
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、
町
の
情
報
発
信
を
。

⑤
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て
、
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★
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取
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が
行
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防
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を
高
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る
取

り
組
み
は
。

②
身
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に
学
べ
る
取
り
組
み
を
。

③
町
南
部
の
指
定
避
難
場
所
に
は
、

河
川
氾
濫
時
そ
の
河
川
を
渡
ら
な
い

と
い
け
な
い
と
い
っ
た
課
題
の
検
証
は
。

★
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
に
つ

い
て
町
長
の
所
感
を
。

思
い
、県
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

推
進
協
議
会
に
設
立
当
初
よ
り
参
画

し
、岡
山
鏡
野
縦
断
ル
ー
ト
や
３
つ
の

サ
ブ
ル
ー
ト
の
決
定
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
関
係
機
関
と
協
力
し
、各

世
代
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
対
象
の
イ
ベ

ン
ト
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、健
康

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
農
林
業
・
観
光

と
の
連
携
だ
け
で
は
な
く
新
発
見
の

観
光
資
源
と
の
連
携
を
模
索
し
、「
健

康
の
ま
ち
鏡
野
」を
進
め
ま
す
。

★
岡
大
・
町
・
原
子
力
機
構
と
の
三

者
間
連
携
協
力
協
定
に
つ
い
て
①
ウ

ラ
ン
の
ふ
る
里
研
究
エ
リ
ア
の
基
本

構
想
の
進
捗
状
況
は
。

　
「
中
性
子
医
療
基
礎
研
究
施
設
」は

岡
山
大
学
で
プ
ラ
ン
固
め
を
し
て
い

ま
す
。「
ウ
ラ
ン
研
究
所
」は
機
構
に

運
営
を
依
頼
し
た
い
こ
と
か
ら
、人
形

峠
セ
ン
タ
ー
で
具
体
的
検
討
作
業
を

行
い
、来
年
度
か
ら
文
科
省
、機
構
、

町
で
事
業
費
や
運
営
を
含
め
た
協
議

を
行
い
ま
す
。

②
中
性
子
医
療
研
究
所
は
岡
山
大
学

が
中
心
で
運
営
さ
れ
る
構
想
だ
が
、

町
の
財
政
的
関
与
は
。

　

現
段
階
で
は
関
与
の
度
合
い
は
話

せ
る
段
階
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、町
の

活
性
化
や
経
済
効
果
の
見
込
み
か
ら

最
低
限
、用
地
は
確
保
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

③
ホ
ウ
素
中
性
子
補
足
療
法
（
以
下

Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
）
と
い
う
最
先
端
の
治
療

方
法
を
研
究
す
る
構
想
だ
が
、
設
備

投
資
に
耐
え
う
る
か
。

　

事
業
主
体
が
決
ま
ら
な
け
れ
ば
答
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岡
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間
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携
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状
況
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。

②
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療
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岡
山
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学
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営
さ
れ
る
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が
、

町
の
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的
関
与
は
。

③
ホ
ウ
素
中
性
子
補
足
療
法
（
以
下

Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
）
と
い
う
最
先
端
の
治
療

方
法
を
研
究
す
る
構
想
だ
が
、
設
備

投
資
に
耐
え
う
る
か
。


